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産官学の知見を結集する 

『熱中症対策産官学連携コンソーシアム』を設立 

～科学的・実践的知見を結集し、気候変動下における熱中症対策を推進～ 

（筑波研究学園都市記者会、環境省記者クラブ、環境記者会、経済産業記者会、経済産業省ペンク

ラブ同時配付） 

国立研究開発法人 国立環境研究所 

独立行政法人環境再生保全機構 

一般社団法人エコーネットコンソーシアム 

 

国立研究開発法人国立環境研究所、独立行政法人環境再生保全機構、および一般社団法人エコー

ネットコンソーシアムを含む発起人９機関は、「熱中症対策産官学連携コンソーシアム（以下、当

コンソーシアム）」を６月５日に設立し、同日に記者発表会を開催いたします。 

当コンソーシアムは、人々の命と健康を守る社会的使命のもと、気候変動により深刻化する熱中

症に対する対策の社会実装を通じた熱中症リスク低減を目指します。 

 

1. 設立の背景と役割 

近年、気候変動により夏の暑さは厳しさを増しており、熱中症リスクの深刻化は社会全体の課題と

なっています。当コンソーシアムは、熱中症リスクの低減を目的に、優れた熱中症対策に係るソリ

ューションを持つ企業と、行政や研究機関、そして熱中症に係る課題を抱える団体等を結びつける

推進力となって、より実践的な熱中症対策の社会実装を加速していきます。 

 

2. 主な活動内容と今後の展開 

当コンソーシアムでは、以下の活動を柱として推進いたします。 

➢ 熱中症対策の社会実装に向けた共同研究 

➢ 熱中症対策の社会実装に向けた啓発活動や情報発信 

➢ わが国の熱中症対策の世界への展開、他 

これらの活動を通じて得られた知見を広く社会へ還元し、人々の安全・安心な暮らしに貢献するこ

とを目指します。 

3. 発起人機関 

国立研究開発法人国立環境研究所、独立行政法人環境再生保全機構、および一般社団法人エコーネ

ットコンソーシアムを含む９機関が発起人として参画し、熱中症対策の社会実装に向けた取り組み

をけん引いたします。 
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・ アース製薬株式会社 

・ 一般社団法人エコーネットコンソーシアム 

・ 大塚ウエルネスベンディング株式会社 

・ 大塚製薬株式会社 

・ 株式会社大塚製薬工場 

・ 国立研究開発法人 国立環境研究所 ※運営事務局 

・ 独立行政法人環境再生保全機構 

・ 日本生命保険相互会社 

・ 株式会社ホリプロ 

4. 協力 

以下の機関からも協力を得ています。 

・ 環境省 

5. 記者発表会のご案内 

当コンソーシアムの設立にあたり、以下のとおり記者発表会を開催いたします。 

日時：2026 年６月５日（金） 14:00～14:30 

会場：国立研究開発法人国立環境研究所 地球温暖化研究棟 1 階 交流会議室 

主催：国立研究開発法人国立環境研究所および独立行政法人環境再生保全機構 ほか７機関 

登壇者（予定）： 

・ 国立研究開発法人国立環境研究所 気候変動適応センター長 肱岡 靖明 

・ 同 気候変動影響観測研究室 室長 岡 和孝 

・ 独立行政法人環境再生保全機構 理事 坂田 貴彦 

出席者（予定）： 

・ 独立行政法人環境再生保全機構 熱中症対策部 地域熱中症対策課長 佐古 勇策 

・ アース製薬株式会社 上席執行役員 新価値創造本部 本部長 川口 美香子 

・ 一般社団法人エコーネットコンソーシアム 普及委員会 委員長 長沢 雅人 

・ 大塚ウエルネスベンディング株式会社 営業部 法人営業一部 部長 高岡 文博 

・ 大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業グループ 

常務執行役員 佐藤 真至 

・ 株式会社大塚製薬工場 メディカルフーズ事業部 マーケティング部 部長 豊川 貴司 

・ 日本生命保険相互会社 サステナビリティ経営推進部  

環境経営推進担当部長 岩本 昌弘 

主な発表内容：コンソーシアム設立の趣旨と今後の展開 
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6. 熱中症対策セミナーのご案内 

当コンソーシアムの取り組みの一環で、熱中症対策セミナーを開催します。本セミナーでは、政府

による最新の施策動向、関連機関の知見、そして民間企業の取組等を広く共有いたします。熱中症

対策促進のための機会としてご参加ください。 

 

令和 8 年度 熱中症対策セミナー『産官学連携による熱中症対策促進に向けて』 

日時：2026 年 6 月 10 日（水） 13:30～16:00 

開催形式：オンライン配信 

主催：国立研究開発法人国立環境研究所 気候変動適応センター 

共催：独立行政法人環境再生保全機構、気候変動適応の研究会（暑熱・健康・都市分科会）、熱中症

対策産官学連携コンソーシアム、環境研究総合推進費 2-2601 

参加申込： https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/conference/2026/0610/index.html 

 

7. 問合せ先 

【本件に関する問合せ】 

国立研究開発法人国立環境研究所 気候変動適応センター 

気候変動影響観測研究室 室長 岡 和孝 

気候変動適応専門員 原田 冬樹 

Email: admin_hc-start（末尾に“@nies.go.jp”をつけてください） 

 

独立行政法人環境再生保全機構 

URL： https://www.erca.go.jp/erca/mail/index.php?conf=heatstroke（外部サイトに接続します） 

（HP からお問い合わせください） 

 

一般社団法人エコーネットコンソーシアム 

URL：https://echonet.jp/contact/（外部サイトに接続します） 

（HP からお問い合わせください） 

 

【記者発表会に関する問合せ】 

国立研究開発法人国立環境研究所 企画部広報対話室 

Email: kouhou0（末尾に“@nies.go.jp”をつけてください） 

Tel: 029-850-2308 

 

 

https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/conference/2026/0610/index.html
https://www.erca.go.jp/erca/mail/index.php?conf=heatstroke
https://echonet.jp/contact/

